
農林水産部 水産課

２２年ぶりにアゲマキ漁が
復活します

－ 回復の兆しを安定的かつ持続的な漁獲につなげます－



Copyright © 2018 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

0

200

400

600

800

S59 S61 S63 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26

※出典 「佐賀農林水産統計」

漁
獲
量
（
ト
ン
）

年

アゲマキの漁獲量

１ 0 0

75

0１

‐2‐

アゲマキは２０年以上漁獲がない状況が続いていました

アゲマキは、昭和６３年に大量へい死が確認されて以降、漁獲量が急激に減少し、
平成４年以降、天然資源はほとんど確認されていない状況（平成９年以降休漁）
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8mm

・人工的に稚貝を育て、自然界よりも生存率を高くする取組
・稚貝(８mm)数１００万個レベルの生産技術を確立
（平成２１年～）

・稚貝の大量放流に着手（平成２１年～）
・放流に適する場所の条件、生存を高める方法を検討・解明

放流３年後に試験出荷
（約９０kg、最高３,６００円/kg）

試験的に出荷を実施(平成２４年)種苗生産（平成８年～）

適地放流（平成１３年～）

天然漁場で放流した貝から産まれた
と考えられる稚貝を多数発見

天然漁場で再生産した稚貝を
大量に発見（平成２７年～)

ア
ゲ
マ
キ
の
回
復
の
兆
し
が
高
ま
る

漁の再開を目指し、放流技術の開発に取り組みました
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【放流した稚貝の数と稚貝が確認された数の推移】

・年間8mmサイズ200万個規模の生産に成功

・これまでに、累積1,000万個稚貝を放流

１０００個
以上

天然貝の増加
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0

この枠の中に何個アゲマキ
がいるかの調査

１m

１m

【生息状況調査の結果（Ｈ３０年２～３月）】

※稚貝確認個数は、約４０か所の定点調査による

※

その結果、漁の再開につながりました！
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放流場所やその周辺で、多数の巣穴を確認！ 特に鹿島市周辺で高密度の生息を確認！



佐賀県 農林水産部 水産課
TEL :0952-25-7144 FAX :0952-25-7274

MAIL ： suisan@pref.saga.lg.jp

～有明海の明るい兆しを大切に～

今後も、漁業者の方々が資源回復を実感
できるようしっかり取り組んでいきます。

お問い合わせ先


